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雅馴の文体」に倣い、漢 では「古雅の文体」に倣って書くように求めるなど「範文模 系統 の作文教育であった。和歌や漢詩の作成を こともあったが、自己 思想を述べるというもので なく、漢文の名句をつぎ合わせて作成するというも 多かった。近代日本社会で有為の人物として生きていくために、 「書く方法 習
得」が何よりも優先されたのである。　
そうしたなかで、 「自己表現」を重んじる動きも現れてくる。三

















（一八七九） 、黒岩大訳述﹃雄弁美辞法﹄ （一八八二） 、矢野文雄﹃演





























﹃小学各科教授法講義﹄ （一八九九）は、 「生徒の自由の発動を一定の形に整理してやる」ことの必要性 指摘し、自作文 由放任に反対を唱えたが、樋口の提唱を機に、 自己表現系統」の作文が前
面に押し出されてくることとなる。　
佐々木吉三郎﹃国語教授撮要﹄ （一九〇二）は、ベネケの学説に
依拠しながら、綴方教授法を、 「内容と形式と二つながら与ふるもの」 「内容のみ与へて、形式を工夫せしむ もの」 「形式のみ へて、内容を工夫せしむるもの」 「形式も内容も二つながら与へざるもの」の四種に分類し、その指導法として、①視写法、②聴写法、③改作法、④充填法、⑤縮約法（省略 ） 、⑥敷衍法、⑦共作法、⑧連接法、等を具体的に提示 た。　
さらに、自作における「随意選題」の位置づけを明確にしていっ














方に工夫を凝らすようになった。例えば、 「久しく逢はぬ友にやる文」という題ならば、まず「自分が故郷を離れ居るのか、友人が故郷を立ち去ったのか」を考えよと「場の条件」を明確にする必要性を説いた。次に、書くべき内容として「別れて久しくな こと」「離れ居りてなつかしいこと」 「逢ふべき機会を望むこと」 「その友の近況」 「他の友の近況」 「わが近況」 わが土地の模様 と七つの観点を示し、それぞれ短文を作った後に、それを排列するという文章作成上の手順を示している。　
上田の﹃中等教科作文法﹄は、 ﹃作文教授法﹄ （一八九五）の教授
理論を具体化したものである。上巻冒頭に「思想と文章」 取り上げ、 「要するに、思想は作文の根本なり、作文は、思想をま めて之を言語文字に書きあらはす仕事なり。作文の上手とは、思想のまとめ方の程よくして、言語文字 用ひ様 適切なるをいふ」 明言している。さらに上田は 思想養成 方法として、 「天地間の自然
及び人事を観察する事」 「親族朋友その他すべての人と交際する事」「古今の人の著はしたる書物を読む事」 「観察交際及び読書を基としてさらに自ら考ふる事」を挙げている。　
内海は、中学生用作文自習書として﹃新体作文大成﹄及び﹃文章











位置づけることができる。この期には、武島又次郎﹃修辞学﹄（一八九八） 、佐々政一﹃修辞法﹄ （一九〇 ） 島村瀧太郎﹃新美辞
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学理論は、 「想 の発展過程を的確にとらえ、修辞 中心的要件として位置づけ など、画期的な提案であった。　
そして、この二人以上に後世の中等作文教育に大きな影響を与
えたのが、五十嵐力と佐々政一である。五十嵐力﹃新文章講話﹄（一九〇九）や佐々政一﹃修辞法講話﹄ （一九一七）は、それぞれが編集した作文教科書とともに、多く 読者を得て、大正期の中等作文教育をリードすることになった。 （こ こと 次章以降に詳述する。 ）　
総じて、明治後期は、 「自由発表」を重視することと相まって、
「思想の涵養」の重要性が自覚されるようになった時期であると言える。明治期には、ドイツの教育学やアメリカの実用的修辞学の影響を受けて、自己の思想を養うことの重要性が自覚され、インベンション指導の萌芽も見られるようになったのである。














五十嵐の修辞学関係の著述及び教科書は、 ﹃文章講話﹄ （一九〇五） 、
﹃新文章講話﹄ （一九〇九） 、 ﹃実習新作文﹄ （一九一〇） 、 ﹃作文三十三講﹄ （一九一三） ﹃高等女子新作文﹄全四巻（一九一六） 、 ﹃中等新作文﹄全五巻（一九一七） 、 ﹃実業新 ﹄全三巻（一九一九）など十数冊に及んでいる。　
なかでも﹃新文章講話﹄は、刊行以来毎年のように版を重ね 数
多くの読者を得た。これは、 「文章基礎論」 「文章修飾論」 「文章組織論」 「文章精神論」 「文章の種類及び文体 に関する思想の変遷」 「国文沿革の概要 品位 結 の計八編 よって構成されている本格的な修辞学書である。全六四〇頁 ほぼ半分が「文章修飾論」にあてられており、 「文章の詞姿」が、八種の原理（五〇余種の修辞法）に分類されている。―① 「結体」 （直喩・隠喩・諷喩・活喩・問答・挙例・対照・抑揚など） 、② 「朧化」 （稀薄・美化・曲言） 、③ 「増義」 （引用 隠引・縁装・重義 ④ 「存余」
（挙隅・側写・省略・皮肉など） 、⑤ 「融会」 （漸層・飛移・連鎖など） 、⑥ 「奇警」 （警句・奇先） 、⑦ 「順感」 （反復・対偶・擬態・詠嘆など） 、⑧ 「変性」 （方便・遮断・変態・超格） ―そのために、本書は「修辞・文飾」の研究書と見られがちであるが 五十嵐の願いは、中学前後の青年少年の作文に寄与する「組織だった、命のある作文書」を作ることにあった。　
五十嵐の随筆や修辞学理論は、その後、数多くの作文教科書で範





























五十嵐は、 「我れ若 小学校、中学校の作文教師たらば」 （ ﹃作文
三十三講﹄ ）において、 「教へる場合に試みやうと思ふ新方案」として次の六点を挙げている。









































































つまり、文章を書く際には、 「目的意識」 「立場意識」 「相手意識」
「場面意識」 「主題意識」 「方法意識」を持つことが大切だというのである。このように、書くという行為を「相手に伝える社会的行為」として捉え、 「場」の条件を意識して 想」の形成を図るべきだと考えたところに、五十嵐 独創性がある。　
この「場の設定」が生かされるのは 翰文の指導である。 「風水








は次のようになってい 「御尋ねのトマトの作り方につき、父に尋ねまして、大要をお知らせ申し上げます。 」こ 書き出しを参考にして手紙を書くことにすれば、問われた内容についてよく調べ、順序立てて説明する学習が自然 形で成立することになる。類似の題材は、 ﹃中等新作文﹄でも「物を問はれし返事」 して、 「自分中学の学風を尋ねられたに答へ 手紙」 「草木花弁の植え方、育て方、品物 造り方、小動物 養ひ方」などが挙げられている。 「実用・実務一方の無趣味な機械的な文章」であっても、書翰文形式を用いることで、説明内容について調べる 必然性を持たせることができ のである。ウ
　「観察の重視」と「中心思想の発見」
　
五十嵐が、 「文話」において強調するのは、 「観察の重視」 「中
心思想の発見」 あ 。第一「自分の真実思つ い ことを、人に解るやうに、人の心持を悪くせぬやうに書くのが作文道のいろは
000
で




しくしつかりと浮かして書く」こと。記事文の場合 特 この三つが重要だ 繰 返し説い いる。

















































記事文の添削では、 「用語の穏当」 「意義の明瞭」 「照応接続の可
否」に重点を置くものの、 「中心思想と材料」とが適応している場合はさほど厳しい評言は記されていない。 「文章の修飾」よりも「文章の内容」を重んじたのである。　
論説文でも同じことが指摘できる。例えば、雅文でしたため れ
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として、 「細かに観察」し「細かに書く」ことを推奨した。しかその中で「要点を浮かし出す」ことを強 求めていた。③ 「文題」の工夫　
日常生活に即した「文題」 与え、 「平凡に興味を見出す呼吸」
を身につけさせようとした。また、多様な作品例や類題を与えることによって、発想・着想の契機として生かそうとした。④ 「虚構の作文」の活用　「擬人物語」のように、視点を転じることや、書く立場を明確に
することの重要性を体得させようとした。この方法は、生徒の発想を柔らかくし、アイデアを産み出させるのに効果的であった。⑤ 「添削」及び「評言」による刺激　「思想の明写」や「言表の穏健」に重点を置いた添削を行うとともに、着眼点の良否に重点をおいた評言を添えること よって、書きたいという気持ちを引き出そうとし 。⑥ 「目分量式」の構想指導　文章展開法については、 「目分量式」に、 「始め」 「中」 「終はり」












どの俳諧研究のみならず、 ﹃修辞法﹄ （一九〇一） 、 ﹃新撰叙事文講話﹄ （一九一六） 、 ﹃新撰記事文講話 一六 修辞法講話﹄（一九一七）など、修辞学においても独自の業績をあげてきた。なかでも﹃修辞法講話﹄の附録「作文教授法」には、課題作文のあり方、添削と推敲のあり方など、具体的指導法が説述されており、教育実践に資するものとして高く評価されてきた。　
佐々はまた、優れた実践者でもあった。一八九六（明治二九）年
八月以降、約二〇年にわたり、第二高等学校、山口高等学校、東京









び﹃中学作文講話﹄ （一九一七）は、修辞法を諄々と説く解説書とはならなかった。文種別に系統立てられ 文章作成過程に配慮した課題を織り込んだ実際的な学習書とし ま められた。 ﹃日本作文法﹄は、飛田多喜雄によって「明治三〇年代の作文教科書として画期的なもの」であり「今日的観点からも価値の高いもの
11」であると
評価された。一方、 は、野地潤家によって、多彩な課題設定がなされた優れた作文自習書であり、 コンポジションへの具体的考案もみら る
12」と評価されている。では、この「コ
















ある。例えば、 「書物の借覧を乞ふ文」を書く際には、送り先と内容について次のような条件を設定している。（い） 、小学校時代の先生。 （自分は貧乏で書物など買ふことが出来












　「記事文とは何ぞ」 ／ 「先づ観察するを要す」 ／ 「材料をかきならべよ」 ／ 「材料を漏らすな」 ／ 「材料取捨の標準」 ／ 「順序一、観察の順序による 練習」 ／ 「順序二、大体より枝葉に進む」 ／ 「練習」　ここでは、配列法を学ばせるだけではなく、 「観察」と「選材」















え）を課している。この 主想 と「観察点」は、 「実にこれが統一の生命であり、従つて文の生命である」と位置づけられるほど重要なも である。①
　「主想」の確定と「材料」の取捨
　「主想」の確定とともに、 「取材」も重要である。例えば、 「夏日に海岸へ遊びに行つたこと」を話題とする場合で 、 主想が変ずれば材料の取捨も変化する」ことに注意を促している。②　「叙事文の観察点」と「書き換え」
　「観察点」については、 「観察点を変ぜざること が肝 ある


















間の経過とともに生じる変化を指す。動作や出来事は、時間の経過とともに常に「流動する」ので、 「流動の遅速を、如何様にも自由に書き改める」ことが大事だというのである 「事件を綿密に記す場合と事柄の要点だけを叙 場合とを使い分けること」 「流動の久しく中止しない様 するこ 」 、 「流動 なるべく逆行しない様にすること」を注意点 して挙げ、描写の粗密の使い分けと配列の仕方に注意を促している。エ
　「説明文」の場合
　
説明文においては、 「種類」 「特色」 「分類」 「実例」 「対称と疑似」
「語源」 「歴史的変遷」という七つの観点を提示し、説明対象（文章／机／筆／石／花／算術／小説／歌）を詳しく分析し、綿密に説明するように求めている。　
また、第三編第三課では、 「縮約」と「敷衍」を課している。 「読










えば、 「彼は勉強せざるが故に落第すべし 、 「勉強せざるものは悉く落第すべし。 （大前提） ／彼は勉強せず。 （小前提） ／故に、彼落第すべし。 （結論） 」と書き換えていく。　
第四段階は、演繹法の過誤に関する検討である。右の事例も、大
前提が論拠薄弱であるから、ここに説明や証拠を加える必要があ











































等女学校、新潟県立三条中 校、京都府立第一高等女学校を経て、一九二一年から東京女子高 師範学校教諭兼東京女子 師範学校教授として勤務。その間、授業実践に精力を注ぎつつ、東京高等師範学校に入学して学問的研鑽を積み、一九一六年（二七歳）には、﹃国語教育﹄ （保科孝一主幹、育英書院）に実践報告「我が作文教授
13」を連載した。一九二九年に東京文理科大学研究科（国語国文
科）に入学してからは、東京女子高等師範学校に勤めつつ、 ﹃白氏文集﹄の索引を作成。 四三 には、 ﹃平安時代文学と白氏文集、句題和歌・千載佳句研究篇﹄を刊行して、帝国学士院賞及び日本文学報国会国文学賞を受賞した。　
金子が編集した教科書・副読本は三一種を数え、中等国語教育関
係の著書は、単著一〇冊、個人雑誌一種に及んでいる。そのうち、













⑥＊ ﹃新進女子作 ﹄ （全四巻） （一九三九）
　
⑦＊ ﹃明るい中学作文﹄ （全六巻） （一九四 ）
　﹃女子作文の考へ方作り方及び文例﹄に対して、佐々は「修辞又は作文教授に関して、自分が君に教へたところは、思へば唯空漠たる概念に過ぎなかつた。然るに今、本書に対すれば、自分の信じてゐるところ、伝へんとし ところが、鮮やかな具体的な形となつて、眼前に浮かび出たやうな感がある」という賛辞を贈り、芦田は




正再版や﹃新進女子作文﹄について、構 や実例提示の仕方 「当時として可能な限り学習者の作文学習に寄与しうるようにくふうされ、配慮されていた」と教科書 しての完成度の高さを認めた。さらに、金子の実践記録「作文科教授記録の全面的公開
15」における





は、当初は全四巻であったが、三年後に巻五が発行された。 「高等女学校令」改正により五年制の設置が認められ、学校数も急増したことに伴い、五年生用教科書が求められたのである。さらに、一九三〇年には、 ﹃現代女子作文﹄修正再版（全五巻）が発行され、全国の高等 で活用された。　
本教科書の特徴は、金子自身が東京・京都・金沢の各高等女学校


































このように、 「題材の選択」 十分な配慮をおこない、 「着眼点の
















例えば、巻一の文話では、 「中心点 際だつやう はす」こと
を挙げている。砂糖の甘さを際だたせるには水の量との適度なバランスが必要なように、 「主想を明確にし、それにふさわしい簡潔表現を志せ」というのである。　
巻二の文話では、 「新奇なそして内容にふさわしい題」をつけ、
「書き出しと結び」に細心の注意を払うべきだと説いている。 「描写」については、 「容貌や風采 特徴」 「表情・動作の特異な点」「言葉の特徴や癖」などを捉えることが必要であること。 「文体」については、作者と読者と事件との位置に着目し、 「説 体」 「対話挿入の説明体」 「対話体」 「自叙伝体」の四態に分けるように求めている。　
巻三の文話では、 「独創の暗示を得るための模倣は許すべ 」だ
と主張し、写生文については、 「輪郭 限定すること」 「絵画的に写すこ 」 「山場が必要であること」の三つの着眼点を説いている。また、 「自叙伝体」を用 「現在法」や「断叙法」 活用せよとも説いている。　
巻四の文話では、個性的な見方でものごとの「真実」を捉え そ
の「主要な本質的属性だけを描き出し 、他はそれによって読者に想像させ、自ら創作す やうな感じ 味はせる のが勝れた方法で









編） 」 「鑑賞・短評」を組み合わせた構成となっている。講話で着眼点を暗示し、優秀作とその鑑賞 短評を示すことによ 、ゴールイメージを具体化させる である。　
題材は、学校生活に関するものが最も多い。低学年では季節の変





















　「お話の続きを」 （巻一） 、 「お話の筋書」 （巻二） 、 「短い挿話の脚色」 （巻三）のように、物語をふくらませたり長 話を短い話に書き換えたりする課題である。例えば、 「弟切草」という語（ ﹃言海﹄による定義）を発想の種にして 約一五〇〇字の物語に敷衍させいる。この課題の場合でも、 「すぐ 漫然と原作の引き延ばし」にかかるのではなく、 「原文 要素を精細 分解 其 真意をしっかりと把握」す こと、 「言外の余情含蓄」を噛みわけること、 「其の周囲の光景や活動や事件 発展や感情等に対して 美しく且つ正当な想像を働 せ」る とが大切だと説く。 深 読みこそが、優れた文章表現を引き出す」からである。




















　「暗示的指導」は、① 「話題の想起と焦点化への促し」 、② 「視点・立場の発見と転換」 、③ 記述上の工夫」の三種に整理できる。　典型的な例として、 「遠足の記」を書く際の「暗示」を挙げてみ
よう。話題の取り上げ方としては、順序や型にはめて書くのではなく、 「出発の前夜の模様とか、途中 面白かつた出来事とか、到着地点に於ける催し事とか、昼飯を頂く時 珍談とか、帰宅後 疲れや肉刺の療治とか、各人各個が体験した最もよい材料と思ふものゝ一つ二つを中心にして書く」のがよいと述べ いる。また、記述方法にも工夫を凝らし、視点を変えたり、自叙伝体で書いたりすることを勧めている。 「遠足の行列をば、路傍の田圃に働く農夫や、並木などの位置から観察したや にかいてもよからう。或は遠足した人に携ヘられた洋傘とか、靴とか、バスケツトと ふ附属物となつて、其の主人―即ち遠足した少女の動作 かいて見るも面白からう。 」というのである。　
さらに、議論文を書かせる単元の場合でも、 「第一、命題」 「第
二、証明」 「第三、結論（自説を力説 、反対論を反駁して、筆を結ぶ） 」という一般的な組み立て方 教示した上で 別の表現形式（ 「テツビンとチャワン」 「日本紙と西洋紙」のそれぞれの対話のやうに仕組んで論争させ、其の談話 中に自づと作者 持論を語らせること）に挑戦することも勧めている。





































































も、今なお新鮮味を保ち続けてい 。大正～昭和前期の作文指導は、ここまで水準 高いものを産み出していた である。〈注〉
1　
拙稿「 ［史料紹介］
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